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令和3年度介護報酬改定の主な事項について

I 令和3年度介護報酬改定の概要 l 
新型コロナウイルス感染症や大規模災害が発生する中で「感染症や災害への対応力強化」を図るとともに、 団塊の世代の全てが75歳

以上となる2025年に向けて、 2040年も見据えながら、 「地域包括ケアシステムの推進」、 「自立支援· 重度化防止の取組の推進」、
「介護人材の確保・介護現場の革新」、 「制度の安定性・持続可能性の確保」を図る。

改定率： +O, 70% ※うち、新型JCナりイルス感染症に対応するための特例的な評価 0. 0 5% (令和3年9月末までの間）

東書事嘱は主なもの

■感染症や災害が発生した場合であっても、 利用者に必要なサービスが安定的・継続的に提供される体制を構築

0日頃からの備えと業務継続に向けた取組の推進
•感染症対策の強化 ・ 業務継続に向けた取組の強化 ・災害への地域と連携した対応の強化 ・通所介護等の事業所規模別の報酬等に関する対応

I 2. 地域包括ケアシステムの推進 I 
■住み慣れた地域において、利用者の尊厳を保持しつつ、必要な

サ ー ピスが切れ目なく提供されるよう取組を推進

O認知症への対応力向上に向けた取組の推進
・認知症専門ケア加算の訪問サ叱・ スヘの拡充 • 無資格者への認知症介護甚礎研修受講義務づけ

O看取りへの対応の充実 ·がイドうインの取組推進 ・ 施設等における評価の充実

O 医療と介護の連携の推進
老健施設の医療ニ ー ズヘの対応強化
長期入院患者の介護医療院での受入れ推進

O在宅サ ー ピス、介護保険施設や高齢者住まいの機能・対応強化
· 訪問看護や訪問入浴の充実 ・緊急時の宿泊対応の充実 ・個室ユこットの定員上限の明確化

0ケアマネジメントの質の向上と公正中立性の確保
・事務の効率化による通減制の緩和・医療機関との情報達携強化 ・ 介護予防支援の充実

0地域の特性に応じたサ ー ピスの確保 ・ 過疎地域等への対応（地方分権提案）

I 4. 介護人材の確保・介護現場の革新 I 
■喫緊•重要な課題として、介護人材の確保・介護現場の革新に対応

O介護職員の処遇改善や職場環境の改善に向けた取絹の推進
• 特定処遇改善加算の介護職員閤の配分ルー ルの柔軟化による取得促進
・職員の離職防止・定着に貧する取組の推進
・サーピス提供体制強化加算における介蔑福祉士が多い職場の評価の充実
・人員配置基準における両立支援への配慇 ・ハラスメント対策の強化

0テクノロジーの活用や人員基準・運営基準の緩和を通じた
業務効率化・業務負担軽減の推進
・見守り機器を導入した場合の夜間における人員配置の緩和

• 会議や多職種連携におけるICTの活用
• 特養の併設の場合の兼務等の緩和. 3ユニットの認知症GHの夜勤職員体制の緩和

0文書負担軽減や手続きの効率化による介護現場の業務負担軽減
の推進 •著名・押印の見直し• 電磁的記録による保存等・運営規程の掲示の柔軟化

I 3. 自立支援•重度化防止の取祖の推進 l 
■制度の目的に沿って、質の評価やデー タ活用を行いながら、

科学的に効果が裏付けられた質の高いサ ー ビスの提供を推進

0リハビリテー ション・機能訓練、口腔、栄養の取組の連携・強化
·計画作成や多職種間会議でのリハ、口腔、栄養専門職の関与の明確化
• リハビリテ ー ションマネジメントの強化 ・退院退所直後のリハの充実

・ 通所介設や特養等における外部のリハ専門職等との連携による介護の推進
・ 通所介護における機能訓練や入浴介助の取組の強化
・ 介護保険施設や通所介護等における口腔衛生の管理や栄養マネジメントの強化

O介護サ ー ビスの質の評価と科学的介護の取組の推進
·CHASE·VISIT潰報の収集・活用とPDCAサイクルの推進
·ADL維持等加算の拡充

O寝たきり防止等、重度化防止の取組の推進
・施設での日中生活支援の評価 ・ 褥拾マネヅメント、排せつ支援の強化

I s. 制度の安定性·持続可能性の確保
■必要なサ ー ビスは確保しつつ、適正化・重点化を図る
O評価の適正化·重点化

・区分支給限度基準額の計算方法の一部見直し・訪問看護のリハの評価・提供回数等の見直し
• 長期間利用の介護予防リハの評価の見直し・居宅療喪管理指導の居住場所に応じた評価の見直し
・介護療衰型医療施設の基本報酬の見直し ·介護職員処遇改吾加算(IV) (V)の廃止
•生活援助の訪問回数が多い利用者等のケアプランの検証

O報酬体系の簡素化
• 月額報酬化（療長通所介護） ・加算の整理統合（リハ、口腔、栄長等）

6. その他の事項
・ 介護保険施設におけるリスクマネジメントの強化

•高齢者虐待防止の推進 • 基準費用額（食費）の見直し

•基本報酬の見直し
ー
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1-2 介護保険法等に基づく設備及び運営等の基準を定める条例

１ 社会福祉法、老人福祉法及び介護保険法に基づき規定された条例
■ 社会福祉法に基づく軽費老人ホームの設備及び運営の基準を定める条例

(平成24年岡山県条例第59号)

■ 老人福祉法に基づく養護老人ホームの設備及び運営の基準を定める条例
(平成24年岡山県条例第60号)

■ 老人福祉法に基づく特別養護老人ホームの設備及び運営の基準を定める条例
(平成24年岡山県条例第61号)

■ 介護保険法に基づく指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等を定める条例
(平成24年岡山県条例第62号)

■ 介護保険法に基づく指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営の基準等を定める条例
(平成24年岡山県条例第63号)

■ 介護保険法に基づく介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営の基準を定める条例
(平成24年岡山県条例第64号)

■ 介護保険法に基づく指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介
護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等を定める条例

(平成24年岡山県条例第65号)

■ 健康保険法等の一部を改正する法律附則第百三十条の二第一項の規定によりなおその効
力を有するものとされた同法第二十六条の規定による改正前の介護保険法に基づく指定介
護療養型医療施設の人員、設備及び運営の基準を定める条例

(平成24年岡山県条例第66号)

■ 介護保険法に基づく介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準を定める条例
(平成３０年岡山県条例第４６号)

注 令和3年度介護報酬改定に伴う国の基準省令改正（令和3年厚生労働省令第9号）に鑑み、
上記条例の一部を改正し、令和3年４月1日から施行します。

２ 条例運用に当たっての解釈通知
条例に本県独自に盛り込んだ基準等について、運用上の留意事項を定めています。本県独自

基準部分以外については、国の基準省令の運用のために発出された解釈通知において示されて
いる内容が準用されます。
◆ 社会福祉法に基づき条例で規定された軽費老人ホームの設備及び運営の基準について

(平成25年1月15日付け長寿第1865号)

◆ 老人福祉法に基づき条例で規定された養護老人ホームの設備及び運営の基準について
(平成25年1月15日付け長寿第1866号)

◆ 老人福祉法に基づき条例で規定された特別養護老人ホームの設備及び運営の基準について
(平成25年1月15日付け長寿第1867号)

◆ 介護保険法に基づき条例で規定された指定居宅サービス等及び指定介護予防サービス等
の基準等について (平成25年1月15日付け長寿第1868号)

◆ 介護保険法に基づき条例で規定された指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営の基
準等について (平成25年1月15日付け長寿第1869号)

◆ 介護保険法に基づき条例で規定された介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運
営の基準について (平成25年1月15日付け長寿第1870号)

◆ 健康保険法等の一部を改正する法律附則第百三十条の二第一項の規定によりなおその効
力を有するものとされた同法第二十六条の規定による改正前の介護保険法に基づき条例で
規定された指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営の基準について

(平成25年1月15日付け長寿第1871号)

◆ 介護保険法に基づく介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準を定める条例
(平成30年3月23日付け長寿第2656号)
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３ 条例及び解釈通知等掲載ホームページ
【岡山県ＨＰ＞「組織で探す」＞「指導監査室」に掲載

（１）『社会福祉法、老人福祉法及び介護保険法に基づく設備及び運営等の基準を定める条例』
http://www.pref.okayama.jp/page/571334.html

※ 国の省令と県の条例の対比表形式で掲載。
※ 令和3年3月に一部改正した各条例にあっては、改正条例の公布後、順次改正内容
を反映したものに更新して掲載予定。

（２）『社会福祉法、老人福祉法及び介護保険法に基づく条例で規定された基準の解釈通知』
http://www.pref.okayama.jp/page/571334.html

（３）『指定居宅サービス事業所及び介護保険施設の運営等に関する県発出関連通知』
http://www.pref.okayama.jp/page/571334.html

※ 各サービス別に報酬算定や運営に関して、県が独自に発出した通知を掲載。

４ 岡山県独自基準及びその運用
（１）内容及び手続の説明及び同意 ＜介護保険法：全サービス＞

利用者及び事業者双方の保護の立場から、サービス提供の内容をお互いが十分に認識で
きていることを確認するためにも、同意を得る方法は、できる限り書面によることが望ま
しい。

【令和3年改正：県独自規定の削除】
国の基準省令改正に鑑み、相手方の承諾を得て同意書の電子化を可能とする条例改正に

併せて、「できる限り書面により得るものとする」との規定を削除する。

（２）サービスの質の評価 ＜老人福祉法＋介護保険法：全サービス＞
提供されたサービスについて、目標達成の度合いや利用者及びその家族の満足度等につ

いて常に評価を行わなければならない。サービスの質の評価は、自ら行う評価に限らず、
第三者評価などの外部の者による評価など、多様な評価方法を広く用い、様々な視点から
客観的にサービスの質の評価を行わなければならない。
また、評価の結果を踏まえ、常にサービスの改善を図りながらより良いサービスの提供

を行わなければならない。

（３）成年後見制度の活用 ＜社会福祉法＋老人福祉法＋介護保険法：全サービス＞
成年後見制度は、認知症、障害等により判断能力が不十分な状態にある方を法律的な面

で保護し、支援するための制度である。
事業者は、適正な契約手続等を行うために成年後見制度の活用が必要と認められる場合

（利用者自身では、各種契約、不動産・預貯金等の財産の管理等が困難であり、利用者を
法律的に支援する必要がある等）は、地域包括支援センターや市町村担当課等の相談窓口
を利用者に紹介する等関係機関と連携し、利用者が成年後見制度を活用することができる
ように配慮しなければならない。

（４）虐待防止等に係る研修 ＜社会福祉法＋老人福祉法＋介護保険法：全サービス＞
従業者の資質向上のために計画的に確保するものとされている研修には、高齢者の尊厳

を守り、高齢者及び家族等が共に健やかな生活を送ることができるように高齢者の人権擁
護や虐待防止等の内容を含めることを義務付けるものである。
事業者は、高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律の趣旨及び

内容を十分に踏まえた研修内容となるようにしなければならない。
【令和3年改正：県独自規定の削除】

国の基準省令改正に鑑み、高齢者の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制を整
備し、研修実施等の措置を義務付ける条例改正に併せて、県独自規定を削除する。
なお、必要な体制の整備等については、条例の改正附則により3年間の経過措置を設け

るが、研修については、既に実施を義務付けていることに鑑み、経過措置の適用がないこ
とから、虐待の防止のための研修を定期的に実施すること。

（５）記録の保存年限 ＜社会福祉法＋老人福祉法＋介護保険法：全サービス＞
各サービスごとに掲げられた各種の記録については、完結の日から五年間保存をしなけ
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ればならないとしたものである。
完結の日とは、利用者との契約の終了日ではなく、それぞれの書類ごとに、その書類を

使わなくなった日とする。利用者との契約が継続している間において、当該利用者に関す
る全ての記録を保存することを求めるものではない。
事業者においては、保存業務の煩雑さを避ける観点から、それぞれの記録の所属する年

度（目標期間が設けられているものについては、その期間の満了日の所属する年度）の終
了後、五年間保存する等、適正な運用を図るものとする。
なお、他の法令等により、五年間以上の保管期間が義務付けられているものについては、

それぞれの規定に従う必要がある。

（６）非常災害対策 ＜社会福祉法＋老人福祉法：全サービス＞
＜介護保険法：通所系及び入所系サービス＞

事業者は、非常災害に際して必要な具体的計画の策定、関係機関への通報及び連携体制
の整備、避難・救出訓練の実施等の対策に万全を期さなければならないこととしたもので
ある。また、非常災害時には、事業者として、援護が必要となった者への支援協力を求め
たものである。
① 事業者は、利用者の状態や当該事業所が所在する地域の地理的実情（津波災害警戒区
域であるか、土砂災害警戒区域であるか等）を踏まえ、想定される災害の種類（津波・
高潮・土砂災害・地震・火災等）ごとに、その規模（当該事業所の所在市町村全体・所
在地域・当該事業所・当該事業所の一部分か等）及び被害の程度（ライフラインが１週
間程度で復旧される場合、事業所内給食施設は１ヶ月程度使用不能である場合等）に応
じた実効性のある具体的な計画（消防法施行規則第三条に規定する消防計画（これに準
ずる計画を含む）及び風水害、地震等の災害に対処するための計画）を立てなければな
らない。
なお、消防計画の策定及びこれに基づく消防業務の実施は、消防法第八条の規定によ

り防火管理者を置くこととされている事業所にあってはその者に行わせるものとする。
また、防火管理者を置かなくてもよいこととされている事業所においても、防火管理に
ついて責任者を定め、その者に消防計画に準ずる計画の樹立等の業務を行わせるものと
する。
また、非常災害時には、地域の消防機関へ速やかに通報する体制をとるよう従業者に

周知徹底するとともに、日頃から消防団や地域住民との連携を図り、火災等の際に消火
・避難等に協力してもらえるような体制作りに努め、全ての従業者がその内容を熟知し、
実行できるようにしなければならない。

② ①の計画に従い、避難又は救出に係る訓練等必要な訓練を定期的に行わなければなら
ない。その場合、実際に非常災害が発生した場合に対応できるような実効性の高いもの
としなければならない。

③ 事業者は、非常災害時にその利用者の安全の確保が図られるように、事前に市町村や
地域住民のほか、医療や福祉に関わる他の事業所等と相互に支援・協力を行うための連
携体制の整備に努めることを求めるものである。

④ 非常災害時には、当該事業所の利用者に限らず、地域の高齢者、障害者、乳幼児等の
特に配慮を要する者を受け入れる等可能な限り支援をすることを求めるものである。

（７）地産地消 ＜社会福祉法＋老人福祉法：全サービス＞
＜介護保険法：入所系サービス＞

食の安全の確保や地場産品の消費拡大の視点から、地域の旬の食材を活用し、季節や行
事に応じた食事の提供をすることでサービスの質の向上を求めるものである。

（８）その他サービスの提供 ＜社会福祉法＋老人福祉法：全サービス＞
＜介護保険法：入所系サービス＞

充実した日常生活につながるよう、利用者からの要望を考慮して、個々の嗜好に応じた
趣味、教養又は娯楽に係る活動を幅広く行えるように配慮することを求めるものである。

（９）設備及び備品等に規定する廊下の幅 ＜介護保険法：(介護予防)短期入所生活介護＞
併設型の短期入所生活介護事業所のうち、地域密着型介護老人福祉施設を本体施設とし

てこれに併設しているものについては、住み慣れた地域における在宅介護を支えるサービ
ス基盤の整備を円滑に進める視点から、廊下の幅は、本体施設に係る廊下の幅以上で足り
ることとしたものである。
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５ 令和３年度介護報酬改定に伴う国の基準省令改正の概要
（１）全サービス共通

① 感染症対策の強化
介護サービス事業者に、感染症の発生及びまん延等に関する取組の徹底を求める観点

から、以下の取組を義務づける。その際、3年の経過措置期間を設けることとする。
ア 施設系サービスについて、現行の委員会の開催、指針の整備、研修の実施等に加え、
訓練（シミュレーション）の実施

イその他のサービス（訪問系サービス、通所系サービス、短期入所系サービス、多機能
系サービス、福祉用具貸与、居宅介護支援、居住系サービス）について、委員会の開
催、指針の整備、研修の実施、訓練（シミュレーション）の実施等

② 業務継続に向けた取組の強化
惑染症や災害が発生した場合であっても、必要な介護サービスが継続的に提供できる

体制を構築する観点から、全ての介護サービス事業者を対象に、業務継続に向けた計画
等の策定、研修の実施、訓練（シミュレーション）の実施等を義務づける。その際、3
年の経過措置期間を設けることとする。

③ 認知症介護基礎研修の受講の義務付け（無資格者がいないサービスを除く）
認知症についての理解の下、本人主体の介護を行い、認知症の人の尊厳の保障を実現

していく観点から、介護に関わる全ての者の認知症対応力を向上させていくため、介護
サービス事業者に、介護に直接携わる職員のうち、医療•福祉関係の資格を有さない者
について、認知症基礎研修を受講させるために必要な措置を講じることを義務づける。
その際、3年の経過措置期間を設けることとする。

④ CHASE・VISIT情報の収集・活用とPDCAサイクルの推進
介護関連データの収集・活用及びPDCAサイクルによる科学的介護を推進していく

観点から、全てのサービス（居宅介護支援を除く）について、CHASE・VISITを活用
した計画の作成や事業所単位でのPDCAサイクルの推進、ケアの質の向上の取組を推
奨する。

⑤ ハラスメント対策の強化
介護サービス事業者の適切なハラスメント対策を強化する観点から、全ての介護サ

ービス事業者に、男女雇用機会均等法等におけるハラスメント対策に関する事業者の責
務を踏まえつつ、ハラスメント対策を求めることとする。

⑥ 会議や多職種連携におけるICTの活用
運営基準や加算の要件等において実施が求められる各種会議等（利用者の居宅を訪問

しての実施が求められるものを除く）について、感染防止や多職種連携の促進の観点か
ら、以下の見直しを行う。
ア 利用者等が参加せず、医療・介護の関係者のみで実施するものについて、「医療・
介護関係事業者における個人情報の適切な取扱のためのガイダンス」及び「医療情報
システムの安全管理に関するガイドライン」等を参考にして、テレビ電話等を活用し
ての実施を認める。

イ 利用者等が参加して実施するものについて、上記に加えて、利用者等の同意を得た
上で、テレビ電話等を活用しての実施を認める。

⑦ 利用者への説明・同意等に係る見直し
利用者の利便性向上や介護サービス事業者の業務負担軽減の観点から、政府の方針も

踏まえ、ケアプランや重要事項説明書等における利用者等への説明•同意について、
書面で説明・同意等を行うものについて、電磁的記録による対応を原則認めることとす
る。

⑧ 記録の保存等に係る見直し
介護サービス事業者の業務負担軽減やいわゆるローカルルールの解消を図る観点か

ら、介護サービス事業者における諸記録の保存、交付等について、適切な徊人情報の取
り扱いを求めた上で、電磁的な対応を原則認めることとし、その範囲を明確化する。

⑨ 運営規程等の掲示に係る見直し
介護サービス事業者の業務負担軽減や利用者の利便性の向上を図る観点から、運営規

程等の重要事項について、事業所の掲示だけでなく、閲覧可能な形でファイル等で備え
置くこと等を可能とする。

⑩ 高齢者虐待防止の推進
障害福祉サービスにおける対応も踏まえ、全ての介護サービス事業者を対象に、利用

者の人権の擁護、虐待の防止等の観点から、虐待の発生又はその再発を防止するための
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委員会の開催、指針の整備、研修の実施、担当者を定めることを義務づける。その際、
3年の経過措置期間を設けることとする。

（２）通所系・短期入所系・特定施設・施設系サービス共通
〇 災害への地域と連携した対応の強化

災害への対応においては、地域との連携が不可欠であることを踏まえ、非常災害対策
（計画策定、関係機関との連携体制の確保、避難等訓練の実施等）が求められる介護サ
ービス事業者を対象に、小規模多機能型居宅介護等の例を参考に、訓練の実施に当た
って、地域住民の参加が得られるよう連携に努めなければならないこととする。

（３）短期入所系・施設系サービス共通
〇 個室ユニット型施設の設備・勤務体制の見直し

施設系サービス及び短期入所系サービスにおける個室ユニット型施設について、ケア
の質を維持しつつ、人材確保や職員定着を目指し、ユニットケアを推進する観点から、
以下の見直しを行う。
ア 1ユニットの定員を、夜間及び深夜を含めた介護・看護職員の配置の実態を勘案し
て職員を配置するよう努めることを求めつつ、現行の「おおむね10人以下」から「原
則としておおむね10人以下とし、15人を超えないもの」とする。

イ ユニット型個室的多床室について、感染症やプライバシーに配慮し、個室化を進め
る観点から、新たに設置することを禁止する。

（４）施設系サービス共通
① 人員配置基準の見直し

特別養護老人ホーム等の人員配置基準について、人材確保や職員定着の観点から、職
員の勤務シフトを組みやすくするなどの取組を推進するとともに、入所者の処遇や職員
の負担に配慮する観点から、従来型とユニット型を併設する場合において、入所者の処
遇に支障がない場合、介護・看護職員の兼務を可能とする。

② 施設系サービスにおける口腔衛生管理の強化
全ての施設系サービスにおいて口腔衛生管理体制を確保するよう促すとともに、入所

者の状態に応じた丁寧な口腔衛生管理を更に充実させる観点から、施設系サービスにつ
いて、口腔衛生管理体制を整備し、入所者ごとの状態に応じた口腔衛生の管理を行うこ
とを求める。その際、3年の経過措置期間を設けることとする。

③ 施設系サービスにおける栄養ケア・マネジメントの充実
介護保険施設における栄養ケア・マネジメントの取組を一層強化する観点から、施設

系サービスにおける栄養マネジメント加算を廃止し、栄養ケア・マネジメントを基本サ
ービスとして行うこととする。このため、現行の栄養士に加えて、管理栄養士の配置を
位置付ける（栄養士又は管理栄養士の配置を求める）とともに、入所者ごとの状態に応
じた栄養管理を計画的に行うことを求める。その際、3年の経過措置期間を設けること
とする。

④ 介護保険施設におけるリスクマネジメントの強化
介護保険施設における事故発生の防止と発生時の適切な対応を推進する観点から、施

設系サービスの事業者を対象に、事故発生の防止のための安全対策の担当者を定めてお
くことを義務づける。その際、6月の経過措置期間を設けることとする。

（５）訪問系・通所系・福祉用具貸与サービス共通
〇 サービス付き高齢者向け住宅等における適正なサービス提供の確保

サービス付き高齢者向け住宅等における適正なサービス提供を確保する観点から、訪
問系サービス（定期巡回・随時対応型訪問介護看護を除く）、通所系サービス（地域密
着型通所介護、認知症対応型通所介護を除く）及び福祉用具貸与について、事業所と同
一の建物に居住する利用者に対してサービス提供を行う場合には、当該建物に居住す
る利用者以外に対してもサービス提供を行うよう努めることとする。

（６）居宅療養管理指導
〇 本方針を踏まえた居宅療養管理指導の実施と多職種連携の推進

居宅療養管理指導について、基本方針を踏まえ、利用者がその有する能力に応じ自立
した日常生活を営むことができるよう、より適切なサービスを提供していく観点から、
薬剤師の居宅療養管理指導の算定要件とされている介護支援専門員等への情報提供につ
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いて、明確化する。

（７）通所介護
〇 通所介護における地域等との連携の強化

通所介護について、利用者の地域における社会参加活動や地域住民との交流を促進す
る観点から、地域密着型通所介護等と同様に、その事業の運営に当たって、地域住民や
ボランティア団体等との連携及び協力を行う等の地域との交流に努めなければならない
こととする。

（８）短期入所生活介護
〇 看護職員の配置基準の見直し

短期入所生活介護における看護職員の配置基準について、看護職員の確保が困難な状
況がある中で、人材を有効活用しながら、医療的ケアを行う体制の充実を図る観点から、
以下の見直しを行う。
ア 看護職員の配置が必須ではない単独型及び併設型かつ定員19人以下の事業所につい
て、看護職員を配置しなかった場合であっても、医療的ケアの必要な利用者への対応
の充実を図るため、利用者の状態像に応じて必要がある場合には、看護職員を病院、
診療所又は訪問看護ステーション等との密接かつ適切な連携により確保すること（当
該連携により、看護職員が必要に応じてサービス提供日ごとに利用者の健康状態の確
認を行うこと、当該事業所へ駆けつけることができる体制や適切な指示ができる連絡
体制などを確保すること）を求めることとする。

イ 看護職員の常勤1名以上の配置が求められている併設型かつ定員20人以上の事業所
について、類型・定員により必要とされる医療的ケアに差はないことを踏まえ、人材
の有効活用を図る観点から、単独型及び併設型かつ定員19人以下の事業所と同様の
人員配置基準とする。

12



１－３ 報酬改定に伴う介護給付費算定に係る体制等の届出等

本県が所管する介護保険施設・事業所について、令和３年４月１日から算定を開始する報

酬区分及び加算算定に係る「介護給付費算定に係る体制等に関する届出書」等の提出期限を、

特例的に令和３年４月１５日（木）とする取扱いとします。

体制届に添付する、介護給付費算定に係る体制等状況一覧表及び各種加算届出書等の添付

書類の様式については、各サービスごとに当室ホームページに掲載していますので、ご活用

ください。

■ 令和３年４月１日から算定を開始する場合の体制届等の提出期限
令和３年４月１５日（木）

■ 加算等の算定開始時期

サービス種類 令和３年度当初の加算等算定開始時期

・訪問通所サービス ○４月１５日までの受理

・（介護予防）福祉用具貸与 →４月１日から算定開始（特例）

○４月１６日から５月１５日までの受理

→６月１日から算定開始

・（介護予防）短期入所サービス ○４月１５日までの受理

・（介護予防）特定施設入居者生活介護 →４月１日から算定開始（特例）

・施設サービス ○４月１６日から５月１日までの受理

→５月１日からの算定開始

○５月２日から６月１日までの受理

→６月１日からの算定開始

■ 対象となる体制届等
・介護給付費算定に係る体制等に関する届出書

・介護給付費算定に係る体制等状況一覧表（体制届別紙１）

・各種加算届出書等の添付書類

・令和３年度介護職員処遇改善計画書・介護職員等特定処遇改善計画書

■ 届出に係る留意事項
・報酬改定により新たに設けられた加算や算定要件が変更された加算等（「介護給付費算

定に係る体制等状況一覧表」の「その他該当する体制等」「LIFEへの登録」で数字が赤

字で表記されている加算等）を算定する場合など、県に届出している報酬体制状況を変

更する場合は、届出が必要となります。

・加算等の内容に変更がなく、今回体制等状況一覧表に加えられ「LIFEへの登録」がな

い場合は、届出の必要がありません（届出がない場合は、「LIFEへの登録」は「なし」

として処理します。）。

・届出がない場合の報酬上の取扱いなどの詳細は、（別紙）「既存サービス事業所の届出

留意事項」をご覧ください。
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1-4 介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算

１ 令和３年度の計画書の届出について

国においては、令和３年度報酬改定に伴う介護職員の処遇改善に向けた取組の推進とし
て、職場環境改善の取組をより実効性の高いものとする観点からの加算の要件を見直し、
介護職員等特定処遇改善加算をより活用しやすい仕組みとする観点からの平均の賃金改善
額の配分ルールの見直し及び処遇改善加算（Ⅳ）（Ⅴ）の廃止（１年間の経過措置あり）
を行うこととされました。
このため、新たに「介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算に関する基

本的な考え方並びに様式例の提示について」（令和３年３月１６日付け、老発0316第４号
厚生労働省老健局長通知）を発出し、計画書等の様式が改正されました。（別添資料・厚
生労働省通知案参照）
なお、令和３年度に４月から当該加算を算定する場合に係る「介護職員処遇改善計画書

・介護職員等特定処遇改善計画書」の提出期限は、通常の２月末（前々月の末日）から４
月１５日に変更される予定とされています。（別添厚生労働省事務連絡参照）

岡山県の取扱いについては、上記計画書の提出期限を令和３年４月１５日とするととも
に、４月１日から当該加算算定における新規・変更・終了に係る体制届等（介護給付費算
定に係る体制等に関する届出書及び介護給付費算定に係る体制等状況一覧表）についても、
提出期限を令和３年４月１５日とします。
（別添岡山県保健福祉部保健福祉課指導監査室長事務連絡参照）

なお、この提出期限延長に関しては、岡山県独自の取扱いであるため、岡山県以外の指
定権者（各市町村等）に対する届出等の期限については、各指定権者にお尋ねください。
（令和３年度報酬改定に伴う体制届等については、国は原則として４月１日を提出期限と
しています。）

計画書等の様式及び作成・届出方法等については、指導監査室ホームページを参照して
ください。

指導監査室ホームページ
令和３年度の介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算の計画書提出に
ついて【介護保険サービス】（３月２３日更新）
https://www.pref.okayama.jp/page/646730.html
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２ 令和2年度介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算
の実績報告について

（１）提出期限
○ 令和３年３月まで加算算定した場合：令和３年７月末日
○ 年度途中に事業廃止や算定を中止した場合：最終の加算の支払があった月の翌々
月末日 ＜例：最終算定月９月の場合、支払月は１１月で、実績報告は翌年１月末
日までとなります。＞

（２）提出先
提出は、各指定権者ごとに行う必要があります。
岡山県の指定を受けている事業所については、令和２年度の計画書を提出した県民

局に提出してください。（所管県民局）

（３）留意事項
１）令和２年度分処遇改善加算総額
○ 別紙様式３－１の令和２年度分介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処
遇改善加算の総額は、令和３年３月サービス提供分までの各々の加算の総額（利
用者負担額を含む）を加算ごとに記入する。
ただし、取扱いとして、令和３年３月サービス提供分の月遅れ請求分は含ま

ない。逆に、令和２年３月サービス提供分の月遅れ請求分は含める。
○ つまり、国保連における令和２年５月～令和３年４月審査分までの加算総額
（利用者負担額を含む）を記入することになる。

＜国保連から通知されている金額を足し上げること。＞ ※
※ 国保連から通知されている金額には、保険給付分の利用者負担額は含まれ
ているが、区分支給限度基準額を超えたサービスに係る加算額は含まれてい
ないため、区分支給限度基準額を超えたサービスに係る加算額を利用者から
徴収している場合は、その金額を合算すること。

２）賃金改善所要額
○ 実績報告で、各々の加算の賃金改善所要額が各々の加算の年度分の総額を下回
った場合、加算の算定要件を満たさなくなるため、下回った加算ごとに全額返還
となる。（差額の返還ではない。）
また、実績報告を提出しない場合も全額返還となるので、必ず期限内に提出す

ること。
○ 仮に現時点で、各々の賃金改善所要額が各々の加算の総額を下回っている場合、
不足が見込まれる額については、一時金や賞与として追加支給を検討すること。

３）賃金改善実施時期
○ 前年度に加算を算定している場合、賃金改善実施期間が前年度と重複していな
いか確認すること。

○ 賃金改善実施期間の月数が加算の算定月数と同じ月数となっているか確認する
こと。
※ 加算を１２ヶ月間算定している場合、賃金改善実施期間も１２ヶ月となる。

４）賃金改善の方法等
○ 賃金改善は、本給、手当、賞与等のうちから、対象とする賃金項目を特定した
上で行うものとし、特定した賃金項目を含め、特段の事情なく賃金水準を引き下
げることはできない。また、安定的な処遇改善が重要であることから、基本給に
よる賃金改善が望ましい。
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＜介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算に関する基本的な考え方
並びに様式例の提示について＞
令和2年3月5日付け老発0305第6号 厚生労働省通知（抜粋）
(２) 処遇改善加算等の算定額に相当する賃金改善の実施

① 賃金改善の考え方について
介護サービス事業者等は、処遇改善加算等の算定額に相当する介護職員

の賃金(基本給、手当、賞与等(退職手当を除く。以下同じ。)を含む。)の
改善(以下「賃金改善」という。)を実施しなければならない。
賃金改善は、基本給、手当、賞与等のうち対象とする賃金項目を特定し

た上で行うものとする。この場合、７（２）の届出を行う場合を除き、特
定した賃金項目を含め、賃金水準（賃金の高さの水準をいう。以下同じ。)
を低下させてはならない。また、安定的な処遇改善が重要であることから、
基本給による賃金改善が望ましい。
具体的には、賃金改善は、処遇改善加算と特定加算による賃金改善とを

区別した上で、介護サービス事業者等における処遇改善加算等を取得し実
施される賃金改善額及び各介護サービス事業者の独自の賃金改善額を除い
た賃金の水準と、各介護サービス事業者の独自の賃金改善額を含む処遇改
善加算等を取得し 実施される賃金の水準との差分により判断する。

※様式等については、指導監査室ホームページを参照してください。

指導監査室ホームページ
令和２年度介護職員処遇改善実績報告書・介護職員等特定処遇改善実績報告書の提出
について
https://www.pref.okayama.jp/page/608819.html
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１－５ 申請・届出に係る押印の見直し

■ 令和2年12月25日以降､申請･届出に係る提出書類への押印を不要としています

岡山県では、令和２年１２月２５日、県規則で定める申請書等への押印の義務付けを廃止

する規則を施行しました。

これに伴い、介護保険事業者の指定申請をはじめとする各種申請・届出に際し、県へ提出

する書類（添付書類を含む。）への押印を不要とすることとしました。

また、各種様式の改訂を行い、「印」の記載の削除していますので、御確認ください。
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